
MG80-SC1 / MG80-SC2

接続マニュアル (PLCリンク用 )

RS-232C / Ethernet インターフェイスモジュール

お買い上げいただき、ありがとうございます。
ご使用の前に、このマニュアルを必ずお読みください。
ご使用に際しては、このマニュアルどおりお使いください。
お読みになった後は、後日お役に立つこともございますので、必ず保管してください。
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商標について 

Microsoft® Windows®は、マイクロソフト社の登録商標です。 
そのほか、本書で登場するシステム名、製品名、サービス名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは

商標です。なお、本文中では TM©®等のマークは明記していません。 

 

  本機、および本機に付属のソフトウェアを使用したことによって生じた損害、逸失利益、および第

三者からのいかなる請求などにつきましても、当社は一切その責任を負いかねます。 

 本機、および本機に付属のソフトウェアの仕様は、改良のため予告無く変更することがあります

が、ご容赦ください。 

 本ソフトウェアは Windows 10 バージョン 20H2 にて動作確認を行なっています。 

今後の Windows 10 のアップデートに対しての動作保証はいたしかねます。 
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1. はじめに 
本マニュアルは、MG80-SC および MG80-CM、デジタルゲージを導入するにあたり、 

三菱電機(株)、オムロン(株)、(株)キーエンス社の PLC と PLC リンク接続するために必要な操作方法について

記述します。 

PLC の基本的な情報に関しては、PLC メーカー各社の各種マニュアルをご参照ください。 

 

 

2. 対象 PLC 
PLC リンクの接続対象 PLC は以下です。ご使用の PLC が対象のプロトコルに対応しているか、PLC メーカー各

社のマニュアルをご確認下さい。 

 

PLC メーカー 対象 PLC シリーズ 接続 プロトコル 

三菱電機(株) MELSEC-F、 

MELSEC-L、 

MELSEC-Q、 

MELSEC iQ-F、 

MELSEC iQ-R 

RS-232C MC プロトコル 1C フレーム形式 4 

MC プロトコル 3C フレーム形式４ 

Ethernet MC プロトコル １E フレーム 

MC プロトコル ３E フレーム 

オムロン(株) CP/CJ1/CJ2/ 

CS1/NSJ 

RS-232C C モードコマンド 

Ethernet FINS コマンド 

キーエンス(株) KV-8000/ 

7000/5000/ 

3000/1000/ 

700/KV Nano 

RS-232C KV モード（上位リンク） 

Ethernet 上位リンク 
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3. Windows PC 用設定アプリのダウンロード 
 

１．Mgnescale Web サイト（https://www.magnescale.com）に 

アクセス、 

「製品情報」 

→「Digital Gauge」 

→「MG80-SC MG80-CM」 

→「ソフトウェア」 

と選択し 

「Windows PC 用設定アプリ」から設定アプリをダウンロードしてください。 

 

２．PC 内の任意の場所に保存し、解凍ソフトウェアで展開してください。 
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4. 三菱電機(株)  MC プロトコル 1C フレーム(RS-232C) 
 

4.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC MC プロトコル 1C フレーム形式 4 に対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

FX3U-16MT/ES + FX3U-232-BD 

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 RS-232C ケーブル ここでは DZ252 ケーブル（別売）を使用します。 

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

RS-232C

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP
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4.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MG80-SC の RS-232C 通信設定用のディップスイッチを設定します。 

※設定の詳細は操作説明書を参照してください。 

 

この例では、以下の設定にします。 

設定項目 設定内容 スイッチ番号 

1 2 3 4 5 6 7 8 

デリミタ CR+LF - OFF - - - - - - 

パリティ OFF - - OFF OFF - - - - 

ストップビット 1bit - - - - OFF - - - 

データ⾧ 8bit - - - - - OFF - - 

通信速度設定 38400 OFF - - - - - ON ON 

 

  

 

ロータリースイッチ 
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4.3. PLC の RS232C 設定 

MG80-SC の設定に合わせて、以下のように設定します。 

 
 

 

4.4. PC のネットワーク設定 

“Windows PC 用設定アプリ”をインストールした PC に IP アドレスを設定します。MG80-SC の IP アドレスと同

一ネットワークとなるように PC の IP アドレスを設定してください。 

ここでは、MG80-SC が初期値のまま IP アドレス 192.168.0.100、サブネット 255.255.255.0 であるものと

して、PC の IP アドレスを以下とします。 

 

 IP アドレス :192.168.0.50 

 サブネットマスク :255.255.255.0 
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4.5. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 

 
 

Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

 

注意 

以下の例では、データレジスタ D100～D519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してくださ

い。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 不使用（初期値のままとします。） 

PLC Ether port 不使用（初期値のままとします。） 

Protocol 1C Frame ASCII RS-232C 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA 不使用（初期値のままとします。） 

Cmode Unit No. 不使用（初期値のままとします。） 
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設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

4.6. ラダーの作成 

 

①パラメータの変更の例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットのプリセット値を

12.3mm にする場合の例です。 

カウンタモジュール ID:0 の段取りパラメータの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Parameter 

Address に設定した D200 になります。プリセット値は、Offset 0x0000-0x0001 ですので、プリセット値のア

ドレスは D200、D201 になります。設定する値は測⾧ユニットの分解能によります。例えば 0.5μm 分解能の

場合は 0.1μm を 1 として設定します。 ※操作マニュアル参照 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。パラメータ更新は Offset 0x0000、パラメータ更新完了は Offset0x0008 ですので、D100、D108 にな

ります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。D100 のビット 0 が

パラメータ更新、D108 のビット 0 がパラメータ更新完了になります。 

この例では、D200＋D201 にプリセット値を設定し、D100 のビット 0 を 1 にして、D108 のビット 0 が 1 になれ

ば完了です。 
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②操作コマンドの例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットをプリセットする

場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。プリセットリコールは Offset 0x0002、プリセットリコール完了は Offset0x000A ですので、D102、D110

になります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。D102 のビット

0 がプリセットリコール、D110 のビット 0 がプリセットリコール完了になります。 

この例では、D102 のビット 0 を 1 にして、D110 のビット 0 が 1 になれば完了です。 
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③測定値の連続取得の例 

測⾧ユニットの測定値を連続取得する場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。測定データ要求は Offset 0x0007、測定データ送信完了は Offset0x000D ですので、D107、D113

になります。ここで、測定データ要求のビット 0 を 1 にすると、全てのカウンタモジュールの測定データを送信します。 

連続取得する場合は、D113 のビット 0 が 0 であれば D107 のビット 0 を 1 にするようにします。 

測定データの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で MeasData Address に設定した D120 になり

ます。連続取得した測定データを使用する場合、測定データの上位２バイトと下位２バイトが同じタイミングで

更新されたことを保証する為、測定データ送信完了のタイミングで、測定データを他のアドレスに転送してから使

用します。この例では、D2000～D2047 に測定データを転送します。 
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5. 三菱電機(株)  MC プロトコル１E フレーム(Ethernet) 
 

5.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC MC プロトコル１E フレームに対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

FX3U-16MT/ES + FX3U-ENET-L 

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 スイッチングハブ  

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

TCP/IP or UDP/IP

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP

スイッチングハブ
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5.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では以下とします。 

 IP アドレス サブネットマスク ポート番号 

MG80-SC 192.168.0.100 255.255.255.0 - 

PLC 192.168.0.10 255.255.255.0 50000 

設定用 PC 192.168.0.50 255.255.255.0 - 

同一ネットワークとなるように設定してください。 

 

  

ロータリースイッチ 
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5.3. PLC の Ethernet 設定 

以下のように設定します。 

 
 

 動作設定 

 
「交信データコード設定」は、MG80-SC の設定と合わせる必要があります。 
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 オープン設定 

・TCP の場合 

 
 

・UDP の場合 

 
MG80-SC 側のポート番号を設定する必要がある場合は、PLC 側のポート番号と同じ番号を設定します。 
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5.4. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 
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Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

 

注意 

以下の例では、データレジスタ D100～D519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してくださ

い。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 192.168.0.10 

PLC Ether port 50000 

※PLC で設定したポート番号に合わせて下さい。 

Protocol 1E Frame Binary または ASCII 

※PLC 設定と合わせる 

TCP または UDP 

※PLC 設定と合わせる 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA 不使用（初期値のままとします。） 

Cmode Unit No. 不使用（初期値のままとします。） 

 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

5.5. ラダーの作成 

ラダーは三菱電機(株)  MC プロトコル 1C フレーム(RS-232C)の場合と同じです。 
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6. 三菱電機(株)  MC プロトコル 3C フレーム(RS-232C) 
 

6.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC MC プロトコル 3C フレーム形式 4 に対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

R04ENCPU + RJ71C24 

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 RS-232C ケーブル ここでは DZ254 ケーブル（別売）を使用して PLC のシリアルポートの仕様に合わせて

接続します。 

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

RS-232C

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP
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6.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MG80-SC の RS-232C 通信設定用のディップスイッチを設定します。 

※設定の詳細は操作説明書を参照してください。 

 

この例では、以下の設定にします。 

設定項目 設定内容 スイッチ番号 

1 2 3 4 5 6 7 8 

デリミタ CR+LF - OFF - - - - - - 

パリティ OFF - - OFF OFF - - - - 

ストップビット 1bit - - - - OFF - - - 

データ⾧ 7bit - - - - - ON - - 

通信速度設定 230400 ON - - - - - OFF ON 

 

 

  

 

ロータリースイッチ 
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6.3. PLC の RS232C 設定 

MG80-SC の設定に合わせて、以下のように設定します。 

 
・「サムチェックコード」は「あり」を選択してください。 

・「RUN 中書込み」は「許可」を選択してください。 

・「伝送制御」は「DC コード制御」を選択してください。 

 

 

6.4. PC のネットワーク設定 

“Windows PC 用設定アプリ”をインストールした PC に IP アドレスを設定します。MG80-SC の IP アドレスと同

一ネットワークとなるように PC の IP アドレスを設定してください。 

ここでは、MG80-SC が初期値のまま IP アドレス 192.168.0.100、サブネット 255.255.255.0 であるものと

して、PC の IP アドレスを以下とします。 

 

 IP アドレス :192.168.0.50 

 サブネットマスク :255.255.255.0 
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6.5. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 

 
 

Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

 

注意 

以下の例では、データレジスタ D100～D519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してくださ

い。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 不使用（初期値のままとします。） 

PLC Ether port 不使用（初期値のままとします。） 

Protocol 3C Frame ASCII RS-232C 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA 不使用（初期値のままとします。） 

Cmode Unit No. 不使用（初期値のままとします。） 
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設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

6.6. ラダーの作成 

 

①パラメータの変更の例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットのプリセット値を

12.3mm にする場合の例です。 

カウンタモジュール ID:0 の段取りパラメータの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Parameter 

Address に設定した D200 になります。プリセット値は、Offset 0x0000-0x0001 ですので、プリセット値のア

ドレスは D200、D201 になります。設定する値は測⾧ユニットの分解能によります。例えば 0.5μm 分解能の

場合は 0.1μm を 1 として設定します。 ※操作マニュアル参照 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。パラメータ更新は Offset 0x0000、パラメータ更新完了は Offset0x0008 ですので、D100、D108 にな

ります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。D100 のビット 0 が

パラメータ更新、D108 のビット 0 がパラメータ更新完了になります。 

この例では、D200＋D201 にプリセット値を設定し、D100 のビット 0 を 1 にして、D108 のビット 0 が 1 になれ

ば完了です。 
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②操作コマンドの例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットをプリセットする

場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。プリセットリコールは Offset 0x0002、プリセットリコール完了は Offset0x000A ですので、D102、D110

になります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。D102 のビット

0 がプリセットリコール、D110 のビット 0 がプリセットリコール完了になります。 

この例では、D102 のビット 0 を 1 にして、D110 のビット 0 が 1 になれば完了です。 
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③測定値の連続取得の例 

測⾧ユニットの測定値を連続取得する場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。測定データ要求は Offset 0x0007、測定データ送信完了は Offset0x000D ですので、D107、D113

になります。ここで、測定データ要求のビット 0 を 1 にすると、全てのカウンタモジュールの測定データを送信します。 

連続取得する場合は、D113 のビット 0 が 0 であれば D107 のビット 0 を 1 にするようにします。 

測定データの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で MeasData Address に設定した D120 になり

ます。連続取得した測定データを使用する場合、測定データの上位２バイトと下位２バイトが同じタイミングで

更新されたことを保証する為、測定データ送信完了のタイミングで、測定データを他のアドレスに転送してから使

用します。この例では、D2000～D2047 に測定データを転送します。 
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7. 三菱電機(株)  MC プロトコル 3E フレーム(Ethernet) 
 

7.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC MC プロトコル 3E フレームに対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

R04ENCPU  

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 スイッチングハブ  

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

TCP/IP or UDP/IP

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP

スイッチングハブ
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7.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では以下とします。 

 IP アドレス サブネットマスク ポート番号 

MG80-SC 192.168.0.100 255.255.255.0 - 

PLC 192.168.0.10 255.255.255.0 50000 

設定用 PC 192.168.0.50 255.255.255.0 - 

同一ネットワークとなるように設定してください。 

 

  

ロータリースイッチ 
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7.3. PLC の Ethernet 設定 

以下のように設定します。 

 

 ユニットパラメータ 

 
・「RUN 中の書込み」は許可してください。 

・「交信データコード」設定は、MG80-SC の設定と合わせる必要があります。 

 

 詳細設定 

 
・「プロトコル」設定は、MG80-SC の設定と合わせる必要があります。 
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7.4. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 
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Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

注意 

以下の例では、データレジスタ D100～D519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してくださ

い。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 192.168.0.100 

PLC Ether port 50000 

※PLC で設定したポート番号に合わせて下さい。 

Protocol 3E Frame または 

3E Frame for iQ-R 

※iQ-R シリーズ以外の

場合は「3E Frame」を

選択 

Binary または ASCII 

※PLC 設定と合わせる 

TCP または UDP 

※PLC 設定と合わせる 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA 不使用（初期値のままとします。） 

Cmode Unit No. 不使用（初期値のままとします。） 

 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

7.5. ラダーの作成 

ラダーは三菱電機(株)  MC プロトコル 3C フレーム(RS-232C)の場合と同じです。 
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8. オムロン(株)  C モードコマンド(RS-232C) 
 

8.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC C モードコマンドに対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

CP2E-N14DT-A + CP1W-CIF01 

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 RS-232C ケーブル ここでは DZ254 ケーブル（別売）を使用して PLC のシリアルポートの仕様に合わせて

接続します。 

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

RS-232C

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP
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8.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MG80-SC の RS-232C 通信設定用のディップスイッチを設定します。 

※設定の詳細は操作説明書を参照してください。 

 

この例では、以下の設定にします。 

設定項目 設定内容 スイッチ番号 

1 2 3 4 5 6 7 8 

デリミタ CR+LF - OFF - - - - - - 

パリティ OFF - - OFF OFF - - - - 

ストップビット 1bit - - - - OFF - - - 

データ⾧ 8bit - - - - - OFF - - 

通信速度設定 115200 ON - - - - - ON OFF 

 

 

 

 

ロータリースイッチ 
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8.3. PLC の RS232C 設定 

MG80-SC の設定に合わせて、以下のように設定します。 

 
 

 

8.4. PC のネットワーク設定 

“Windows PC 用設定アプリ”をインストールした PC に IP アドレスを設定します。MG80-SC の IP アドレスと同

一ネットワークとなるように PC の IP アドレスを設定してください。 

ここでは、MG80-SC が初期値のまま IP アドレス 192.168.0.100、サブネット 255.255.255.0 であるものと

して、PC の IP アドレスを以下とします。 

 IP アドレス :192.168.0.50 

 サブネットマスク :255.255.255.0 
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8.5. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 

 
 

Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

 

注意 

以下の例では、データレジスタ D100～D519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してくださ

い。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 不使用（初期値のままとします。） 

PLC Ether port 不使用（初期値のままとします。） 

Protocol C mode Command ASCII RS-232C 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA 不使用（初期値のままとします。） 

Cmode Unit No. 0 

※接続先の号機 No.を設定します。この例では 0 です。 
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設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

8.6. ラダーの作成 

 

①パラメータの変更の例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットのプリセット値を

12.3mm にする場合の例です。 

カウンタモジュール ID:0 の段取りパラメータの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Parameter 

Address に設定した D200 になります。プリセット値は、Offset 0x0000-0x0001 ですので、プリセット値のア

ドレスは D200、D201 になります。設定する値は測⾧ユニットの分解能によります。例えば 0.5μm 分解能の

場合は 0.1μm を 1 として設定します。 ※操作マニュアル参照 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。パラメータ更新は Offset 0x0000、パラメータ更新完了は Offset0x0008 ですので、D100、D108 にな

ります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。D100 のビット 0 が

パラメータ更新、D108 のビット 0 がパラメータ更新完了になります。 

この例では、D200＋D201 にプリセット値を設定し、D100 のビット 0 を 1 にして、D108 のビット 0 が 1 になれ

ば完了です。 
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②操作コマンドの例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットをプリセットする

場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。プリセットリコールは Offset 0x0002、プリセットリコール完了は Offset0x000A ですので、D102、D110

になります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。D102 のビット

0 がプリセットリコール、D110 のビット 0 がプリセットリコール完了になります。 

この例では、D102 のビット 0 を 1 にして、D110 のビット 0 が 1 になれば完了です。 
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③測定値の連続取得の例 

測⾧ユニットの測定値を連続取得する場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した D100 になりま

す。測定データ要求は Offset 0x0007、測定データ送信完了は Offset0x000D ですので、D107、D113

になります。ここで、測定データ要求のビット 0 を 1 にすると、全てのカウンタモジュールの測定データを送信します。 

連続取得する場合は、D113 のビット 0 が 0 であれば D107 のビット 0 を 1 にするようにします。 

測定データの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で MeasData Address に設定した D120 になり

ます。連続取得した測定データを使用する場合、測定データの上位２バイトと下位２バイトが同じタイミングで

更新されたことを保証する為、測定データ送信完了のタイミングで、測定データを他のアドレスに転送してから使

用します。この例では、D2000～D2047 に測定データを転送します。 
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9. オムロン(株)  FINS コマンド(Ethernet) 
 

9.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC FINS コマンドに対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

CP2E-N14DT-A 

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 スイッチングハブ  

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

TCP/IP or UDP/IP

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP

スイッチングハブ
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9.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では以下とします。 

 IP アドレス サブネットマスク ポート番号 

MG80-SC 192.168.0.100 255.255.255.0 - 

PLC 192.168.0.10 255.255.255.0 9600 

設定用 PC 192.168.0.50 255.255.255.0 - 

同一ネットワークとなるように設定してください。 

 

  

ロータリースイッチ 
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9.3. PLC の Ethernet 設定 

以下のように設定します。 

TCP 接続の例です。UDP の場合は、FINS/UDP 設定を設定してください。 
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9.4. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 
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Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

注意 

以下の例では、データレジスタ D100～D519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してくださ

い。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 192.168.0.10 

PLC Ether port 9600 

※PLC で設定したポート番号に合わせて下さい。 

Protocol FINS command Binary TCP または UDP 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA ■TCP の場合 

SA1:不使用 

DA1:不使用 

DNA:0 

PLC 側にネットワークが１つしかない場合は、通常 0 を設定します。 

■UDP の場合 

SA1:100 

 MG80-SC の IP アドレスの下位 1 バイトを設定します。 

DA1:1 

 PLC のノードアドレスを設定します。 

DNA:0 

PLC 側にネットワークが１つしかない場合は、通常 0 を設定します。 

Cmode Unit No. 不使用（初期値のままとします。） 
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設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

9.5. ラダーの作成 

ラダーは C モードコマンド(RS-232C)の場合と同じです。 
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10. (株)キーエンス  KV モード（上位リンク）(RS-232C) 
 

10.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC KV モード（上位リンク）に対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

KV7500 + KV-XL202 

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 RS-232C ケーブル ここでは DZ254 ケーブル（別売）を使用して PLC のシリアルポートの仕様に合わせて

接続します。 

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

RS-232C

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP

 
 

 

  



 

 
58

10.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MG80-SC の RS-232C 通信設定用のディップスイッチを設定します。 

※設定の詳細は操作説明書を参照してください。 

 

この例では、以下の設定にします。 

設定項目 設定内容 スイッチ番号 

1 2 3 4 5 6 7 8 

デリミタ CR+LF - OFF - - - - - - 

パリティ Even - - ON OFF - - - - 

ストップビット 1bit - - - - OFF - - - 

データ⾧ 8bit - - - - - OFF - - 

通信速度設定 230400 ON - - - - - OFF ON 

 

 

 

 

ロータリースイッチ 
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10.3. PLC の RS232C 設定 

MG80-SC の設定に合わせて、以下のように設定します。 

 
 

 

10.4. PC のネットワーク設定 

“Windows PC 用設定アプリ”をインストールした PC に IP アドレスを設定します。MG80-SC の IP アドレスと同

一ネットワークとなるように PC の IP アドレスを設定してください。 

ここでは、MG80-SC が初期値のまま IP アドレス 192.168.0.100、サブネット 255.255.255.0 であるものと

して、PC の IP アドレスを以下とします。 

 IP アドレス :192.168.0.50 

 サブネットマスク :255.255.255.0 
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10.5. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 

 
 

Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

注意 

以下の例では、データレジスタ DM100～DM519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してく

ださい。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 不使用（初期値のままとします。） 

PLC Ether port 不使用（初期値のままとします。） 

Protocol KV command ASCII RS-232C 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA 不使用（初期値のままとします。） 

Cmode Unit No. 不使用（初期値のままとします。） 
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設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

10.6. ラダーの作成 

 

①パラメータの変更の例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットのプリセット値を

12.3mm にする場合の例です。 

カウンタモジュール ID:0 の段取りパラメータの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Parameter 

Address に設定した DM200 になります。プリセット値は、Offset 0x0000-0x0001 ですので、プリセット値の

アドレスは DM200、DM201 になります。設定する値は測⾧ユニットの分解能によります。例えば 0.5μm 分解

能の場合は 0.1μm を 1 として設定します。 ※操作マニュアル参照 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した DM100 になり

ます。パラメータ更新は Offset 0x0000、パラメータ更新完了は Offset0x0008 ですので、DM100、

DM108 になります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。

DM100 のビット 0 がパラメータ更新、DM108 のビット 0 がパラメータ更新完了になります。 

この例では、DM200＋DM201 にプリセット値を設定し、DM100 のビット 0 を 1 にして、DM108 のビット 0 が

1 になれば完了です。 
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②操作コマンドの例 

カウンタモジュール ID が 0(最も MG80-SC メインモジュールに近い MG80-CM)の測⾧ユニットをプリセットする

場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した DM100 になり

ます。プリセットリコールは Offset 0x0002、プリセットリコール完了は Offset0x000A ですので、DM102、

DM110 になります。ここで、カウンタモジュール ID:0 は、ビット 0 が対応します（ID1 であればビット 1）。

DM102 のビット 0 がプリセットリコール、DM110 のビット 0 がプリセットリコール完了になります。 

この例では、DM102 のビット 0 を 1 にして、DM110 のビット 0 が 1 になれば完了です。 
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③測定値の連続取得の例 

測⾧ユニットの測定値を連続取得する場合の例です。 

操作フラグの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で Ctrl Flag Address に設定した DM100 になり

ます。測定データ要求は Offset 0x0007、測定データ送信完了は Offset0x000D ですので、DM107、

DM113 になります。ここで、測定データ要求のビット 0 を 1 にすると、全てのカウンタモジュールの測定データを送

信します。 

連続取得する場合は、DM113 のビット 0 が 0 であれば DM107 のビット 0 を 1 にするようにします。 

測定データの先頭アドレスは、「MG80-SC_SettingTool」で MeasData Address に設定した DM120 にな

ります。連続取得した測定データを使用する場合、測定データの上位２バイトと下位２バイトが同じタイミングで

更新されたことを保証する為、測定データ送信完了のタイミングで、測定データを他のアドレスに転送してから使

用します。この例では、DM2000～DM2047 に測定データを転送します。 
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11. (株)キーエンス  上位リンク(Ethernet) 
 

11.1. 準備するもの 
 

以下のものを準備してください。 

No 品名 内容 

1 MG80-SC/MG80-CM/

デジタルゲージ一式 

 

2 PLC 上位リンクに対応した PLC 

ここでは以下の PLC を例にします。 

KV7500 

3 PC ・OS:Windows 10 

・設定ツール「MG80-SC_SettingTool」をインストール済 

 ※設定ツールは、ホームページからダウンロードしてください。 

4 スイッチングハブ  

5 LAN ケーブル カテゴリ５以上 

 

下図のように接続してください。 

 

TCP/IP or UDP/IP

PLCリンク対応のPLC

デジタルゲージ

MG80-CM

最大１６台
MG80-SC

終端

設定用PC

TCP/IP

スイッチングハブ
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11.2. MG80-SC のスイッチ設定 

ドライバーなどを用いてロータリースイッチでユニット ID 設定を設定します。 

設定範囲:0～F 

MG80-SC は IP アドレス 192.168.0.100、サブネットマスク 255.255.255.0 が初期値ですが、設定変更

が可能です。変更した IP アドレスをお忘れの際は、スイッチを F に設定すると初期値で起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では以下とします。 

 IP アドレス サブネットマスク ポート番号 

MG80-SC 192.168.0.100 255.255.255.0 - 

PLC 192.168.0.10 255.255.255.0 50000 

設定用 PC 192.168.0.50 255.255.255.0 - 

同一ネットワークとなるように設定してください。 

 

  

ロータリースイッチ 
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11.3. PLC の Ethernet 設定 

以下のように設定します。 
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11.4. MG80-SC の設定 

PC にインストールした設定ツール「MG80-SC_SettingTool」を起動します。 

起動すると以下の画面になります。 

 
 

MG80-SC の IP アドレスを入力して、Connect ボタンを押します。 

 
 

接続すると以下の画面になります。接続できない場合は、MG80-SC の電源を OFF、設定アプリを終了し、初

めからやり直してください。 
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MG80-SC の初回設定時は、接続する全ての測⾧ユニットの入力分解能、測⾧ユニットの方向性（入力極性）

の設定が必要です。 

 

 

 
 

①入力分解能の設定を以下の選択肢から設定します。 

 ・0.1μm 

 ・0.5μm 

 ・1μm 

 ・5μm 

 ・10μm 

②測⾧ユニットの方向性（入力極性）を設定します。チェックした場合は、方向性が逆転します。 

 

設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

PLC Link Setting ボタンを押します。 

 
 

  

① ② 
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以下の画面になります。 

 
 

Use PLC-Link にチェックを入れ、以下を設定します。 

注意 

以下の例では、データレジスタ DM100～DM519 までを使用します。PLC で使用していない領域を設定してく

ださい。 

設定項目 設定値 

PLC IP Address 192.168.0.10 

PLC Ether port 50000 

※PLC で設定したポート番号に合わせて下さい。 

Protocol KV command ASCII TCP または UDP 

Ctrl Flag Address 100 

Parameter Address 200, 220, 240, 260, 

280, 300, 320, 340, 

360, 380, 400, 420, 

440, 460, 480, 500 

※接続している MG80-CM の分だけ設定します。 

MeasData Address 120 

FINS SA1/DA1/DNA 不使用（初期値のままとします。） 

Cmode Unit No. 不使用（初期値のままとします。） 
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設定を変更したら、Apply Setting ボタンを押して、設定した内容を MG80-SC に反映します。 

 
 

電源を再投入すると PLC リンクが開始されます。 

 

 

11.5. ラダーの作成 

ラダーは(株)キーエンス  KV モード（上位リンク）(RS-232C)の場合と同じです。 
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